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報 道 資 料 
 

ドライバーの眠気を早期に検知して改善する「ドライバーモニタリングシステム」を開発 
 

～安心・安全運転のサポートシステムとして 2020 年以降の市場導入を目指す～ 

 

 

パイオニアは、自動運転社会において“なくてはならない会社”を目指しており、自動運転・高度運転

支援に不可欠なキーテクノロジーとして、ドライバーの眠気を心拍の変化から検知し、その覚醒レベルを

振動で改善する「ドライバーモニタリングシステム」の開発を進めています。 

 

近年、ドライバーの漫然運転に起因する自動車事故が増えており、その中でも居眠りなどに起因する

事故においては危険を回避することなく衝突するため、死亡・重症率が高いと言われています※1。そのよ

うな事故を減らすために、ドライバーの状態変化を検知して改善する機能やシステムへのニーズが高まっ

ています。また、将来の自動運転においても、自動運転と手動運転が併存するレベル 3 の自動運転では、

手動運転へ切り替える際にドライバーが運転可能な状態か否かを事前に判断する必要があるため、ドラ

イバーの状態検知機能やシステムが必要と言われています。 

 

当社が開発している「ドライバーモニタリングシステム」は、心拍計測および独自の解析アルゴリズムを

用いた“眠気予兆検知技術”と、振動による効果的な“覚醒レベル改善技術”を連携させることで、ドライバ

ーの覚醒レベルの低下を未然に防止することができます。ドライバーの居眠り運転の防止や、自動運転

車（レベル 3）における自動運転から手動運転へのスムーズな切り替えなどへの活用を想定しています。 

 
※1 公益財団法人 交通事故総合分析センター（2009～2013 年データ）より。 

※  本システムは、過度な睡眠不足や疲労、疾病による眠気を覚醒させるものではありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【心拍数からドライバーの眠気を早期に検知し、振動を用いて覚醒レベルを改善・維持(イメージ)】 
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【ドライバーモニタリングシステムの特長】 

・心拍による眠気予兆の早期検知 

眠気が進行するほど覚醒している平常の状態に戻りにくいため、できるだけ早期に眠気を検出すること

が重要です。当社は自律神経系に着目し、心拍や脈拍の変化から眠気予兆を高精度に早い段階で検

出する技術を研究開発しています。ドライバーが特別な装備や操作を行う必要のない、シートやハンドル

に内蔵する“車載用心拍センサー”と、振動などが多い車載環境でのセンサー精度まで考慮した“眠気予

兆判定アルゴリズム”の開発を進めており、本モニタリングシステムにそれらの技術を活用しています。今

後、カメラとのセンサーフュージョンも視野に入れ、より包括的な眠気検知の高精度化を目指します。 

 

・振動による覚醒・維持 

眠気の浅い段階から振動による刺激を適切に付与することにより、ドライバーを良好な覚醒状態に改

善・維持する技術を本モニタリングシステム向けに開発しています。自社開発の「振動ユニット」を車両シ

ートに実装して効果を評価するとともに、長年培ってきた音響技術を応用して、振動への慣れからくる覚

醒効果の低下を抑えるコンテンツの作成にも取り組んでいます。 

 

・個人への最適化 

振動の刺激による身体状態の変化を本システム内でフィードバックすることにより、眠気検知アルゴリズ

ムと、覚醒刺激を付与するコンテンツやタイミングを 適化します。また、本システムを車両やカーナビゲ

ーションシステムなどと連携させることにより、個人情報や車両情報、地図情報などの走行環境情報を活

用したドライバーごとのパラメータを生成して、眠気検知の精度をさらに向上させることも可能です。 

 

 

 

当社は今後、シミュレーターおよび実走行によるサンプルデータの収集と分析を積み重ねていくことで、

本システムの眠気検知精度および覚醒レベル改善効果の向上を図り、2020 年以降の市場導入を目指し

ます。 

 

なお、2017 年 1 月に米国・ラスベガスで開催される「CES 2017」および、千葉県・幕張で開催される「東

京オートサロン 2017」に、本システムを搭載したデモ機を参考出品いたします。 

 

 

 

 

 


